
 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費生活とプラスチックゴミ問題 
最近、プラシチック製ストローの使用抑制が話題に 

なっています。また、私たちは、日々の消費生活の 

中で、レジ袋、ペットボトル容器、スプーンなど 

プラスチック製品を多く使用しています。 

★ 何が問題なのでしょうか ？ 

・プラスチックは、限りある資源の石油を原料として 

います。 

・プラスチックだけでなくゴミを燃やすことで、地球 

温暖化の要因の一つである二酸化炭素（ＣＯ2 ）が 

発生し、気候に影響を与えます。 

・回収されず川や海に流れたプラスチックが粉々に 

なり（マイクロプラスチック）化学的有毒物を付着 

させ、魚などがそれを食べ、その魚を人が食べると 

いう悪循環を生みます。 

★ では、どうすればよいのでしょうか ？ 

・出来るだけ使い捨てのプラスチック製品は使わない 

ようにしましょう。（ただし、障がい者などプラス 

チック製品を必要としている人への配慮は必要です。） 

・自治体のルールに従い、分別をしてゴミを出しましょう。（墨田区では、ペットボ

トルは「資源」、他は「可燃ゴミ」です。ただし、粗大ゴミは別です。） 

未来の子どもたちのために、環境にやさしい消費生活を心がけましょう！ 

 

知って得する葬儀・お墓・遺言の知識 
時 期  ３月１２日(火)午後２時～３時半 

会 場  すみだ女性センター 

対 象  区内在住･在勤･在学者  

申 込   ２月２２日(金)午前９時から 

電 話  ５６０８－１５１６まで 
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【相談事例】                               

 １か月前に、引越し業者に来てもらい、引越し料金の見積りを取った。費用は総額で２

０万円だったので納得し、その場で契約書を書いた。新居の工事が遅れたので、引越し予

定日の前日にキャンセルを申し出たら、解約料として見積額の３０％を請求された。サー

ビスの提供も受けていないのに、６万円も払う必要があるのか。 

【アドバイス】                     

就職や進学、転勤に伴って、例年 3 月から 4 月にかけて引越しサービスを利用する

人が多くなります。消費者と事業者の間のトラブルを防ぐためのルールとして、国土交

通省告示の標準引越運送約款が定められています。ドライバーや作業員不足等の課題に

対応するため、平成３０年６月１日より消費者側の都合による解約・延期手数料につい

て改正され、解約料が高くなりました。 

事例の場合、運送約款で「引越し前日のキャンセルは、見積料金の３０％」と定めら

れているため、サービスの提供がなくても解約料として６万円支払う必要があります。 

<標準引越運送約款> 改正前は引越し前々日まで、解約料・延期手数料が無料でした

が、それぞれ次のように変更されました。 

  改正前 改正後 

当日 運賃の２０％以内 運賃及び料金の５０％以内 

前日 運賃の１０％以内 運賃及び料金の３０％以内 

前々日 ― 運賃及び料金の２０％以内 

 

  


